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平成２７年度平和祈念展示資料館 運営委託業務のポイント 

 

１ 基本的考え方 

旧独立行政法人平和祈念事業特別基金から承継した先の大戦における  

いわゆる恩給欠格者を含む兵士、戦後強制抑留者及び引揚者の労苦（以下  

「関係者の労苦」という。）に関する貴重な所蔵資料を後の世代に確実に  

引き継いでいくことを目的とし、所蔵資料の整理を進めるとともに、関係者

の労苦について国民の理解を深める機会を提供するための展示等を行う。 

このため、次の基本方針に従い、平和祈念展示資料館（以下「資料館」と   

いう。）を適切に運営する。 

（１） 所蔵資料の体系的な整理を行い総合的な目録を作成するとともに、  

特徴に応じた適切な保存措置を実施する。 

（２） 所蔵資料の状態を把握した上で、実物資料を含め資料の特性に応じた

展示方法による常設展示を行い、関係者の労苦が伝わるよう努める。 

（３） 企画展、地方巡回展等を実施し、関係者の労苦について国民の理解   

を深める機会を提供する。 

（４） 戦中・戦後の労苦に関する資料の収集・保管・展示を行う関連する   

施設等と適切な連携を図る。 

 

２ 業務の概要 

関係者の労苦について、所蔵資料の展示、語り部お話し会等を通じて、  

国民の理解を深める機会を提供していくことにより、来館者の展示に対する

満足度等の向上を図り、資料館への年間来館者が５万人程度以上となるよう

努める。 

（１）所蔵資料の体系的な整理を進め、総合的な目録作成に向け分類等   

データの修正を行う。 

（２）  資料の特徴に応じた適切な保存措置を実施し、収納方法の改善を行う。 

（３）戦後７０年にちなんだ様々な企画を実施する。 

 

３ 主な業務内容 

（１）運営管理業務 

円滑な運営業務実施のため、運営業務ごとに明確な責任体制を確立し、

計画的に業務を遂行する。 

（２）所蔵資料の保管・整理業務 

貴重な所蔵資料を後の世代に確実に引き継いでいくため、所蔵資料の

体系的な整理を進め、総合的な目録の作成に向けた検討及び特徴に  

応じた適切な保存措置を実施する。 
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① 所蔵資料の保管・整理等 

    ・総合的な目録作成に向け設置した検討委員会の運営 

    ・棚卸しの結果を踏まえ収納方法等を改善 

② 総合情報データベース管理等：分類等データの修正 

③ 所蔵資料の劣化防止等：特徴に応じた適切な保存措置の実施 

④ 新総合情報データベースの検討 

（３）常設展示業務等 

関係者の労苦に関する資料を客観的事実に基づき、所蔵資料の状態を

把握した上で、実物資料等を含め資料の特性に応じた展示を行う。 

① 常設展示：実物資料等展示物の更新 

② 館内企画展の実施：３回程度 

③ 館内交流イベントの実施：ＧＷ、夏休み、春休みなどの長期休暇期間 

④ 語り部活動の実施：資料館内での定期的な配置、新規語り部の育成、 

証言を映像等で記録 

（４）館外活動業務  

所蔵する貴重な資料を有効活用し、多様な形態でより効果的に関係者

の労苦について国民の理解を深める機会を提供するため、地方巡回展等

を開催する。 

① 館外企画展の実施：４回程度 

② 特別企画の実施：３回程度 

   ③ 戦後７０年３館連携講演会等の実施 

（５）広報等業務 

資料館や館外活動に関する効率的、効果的な広報を実施するとともに、

インターネットを通じた幅広い情報発信を行う。 

① 広報活動等：リーフレット、パンフレット等の改編 

② インターネットによる情報発信：幅広い情報発信 

③ マーケティング：来館者の調査分析 

④ 利用促進：団体見学誘致のための営業活動 

 

４ 業務体制 

  館長以下必要な能力を有する運営要員を配置するほか、外部有識者より 

「名誉館長」、「参与」を配置。 


